平成26年度　第5回ＯＰ協会理事会議事録
日本OP第7-14-3号

日時　：平成26年9月27日（土）10:25～16:00　平成26年9月28日（日）10:25～16:00
場所　：フォーシーズ会議室

参加者：、矢野理事長、榊原理事、花田理事、須河内理事、青野理事、高山理事、中村理事、
秋山監事、（順不同）
欠席者：占部副会長、荒川理事、松尾理事、田中理事、岡田理事、周東監事、

河内副理事長、（順不同）
議事録作成：青野理事、確認者：高山理事（東日本）、花田理事（西日本）

議事に先立ち、上記議事録作成者と確認者を決定し、矢野理事長を議長として審議を実施した。

議題1　総会資料の検討

　総会提出資料の確認を全員で行った

議題２　レース委員会

1）第47回全日本オプティミスト級セーリング選手権大会開催地について

公募に対して応募は無かった。江の島開催で調整中

2）全日本チームレース選手権大会について

レース運営費の中からチームレース用セール新調の助成金として予算を計上する。

3）来年度の東西選手権の開催地および開催時期について

東日本大会：葉山開催の方向で8月21-23日の予定で調整する。

西日本大会：唐津開催で8月21-23日の予定。

4）2015年度JODAナショナルチーム最終選考会準備について

12月に開催されるJSAF理事会に上告否認申請を行うため、11月末までにレース公示、帆走指示書を作成する。

5）地方大会枠付与の基準見直しについて

2015年度からAクラスの参加選手が14名以下の大会には、全日本大会枠は付与しない事とする。大会終了後の提出資料に42条違反の一覧表の写しを加える事とする。

2015年度の大会枠付与基準を早急に公開する。

6）2016年3月開催予定のNT選考会について

2014年12月末までに公示、2015年3月末締切で公募を行い、その後の理事会で決定する。

7）2016年11月開催予定の全日本選手権について

2015年5月末までに公示、8月末締切で公募を行い、その後の理事会で決定する。

議題-3　強化海外派遣委員会

検討項目-1

2015NT合宿を2015年5月2～4日に和歌山にて開催予定で調整する。

検討項目-2

2015選考会の特例

今年のARGワールドは、10/22-11/2のため、ワールド派遣選手が全日本に出場できない。

ワールド選手は一次選考を免除する。

検討項目-3

2016選考会の特例

2015全日本を10/31-11/3で開催すると、アジア派遣選手が全日本に出場できない。

アジア選手が全日本に出場できない場合は、一次選考を免除する。

検討項目-4

2012~2014年に派遣されたナショナルチームの帰国後レポートから協会への要望を抽出し今後の改善事項を検討した。

来年度からのナショナルチームに対して改善していく。

検討項目-5

ここ数年のIODA国際大会における日本選手の成績は低迷している。

勝つためだけの強化策、海外事例を踏まえた強化策も考えられるが、JODAの方針リソース範囲内で現実的に出来ることから改善を始めたい。

改善策（1）最終選考会の出場権変更

2014年度から一部試行（総合優勝者、小学生優勝者の変更）

改善策（2）チームレース強化

今後ナショナルチームのチームレース競技力を強化していく。

改善策（3）ポイントランキングの試行

目的1：トップ層の選手を更に強化するため。

目的2：セカンド層の選手のモチベーションをあげるため。

目的3：枠付きレースを活性化させるため。

1）実証試験

2014年広島全日本の後から、全日本枠付きレースの結果で、ポイント付与を試行する。

2）検証

JODA理事会にて検証議論する

議題-4　普及・育成委員会

普及に関するアンケート集計結果を現在集計中。総会資料として提出する。

議題5　予算案

次回IODAアジア選手権の日本開催のため、10年間で800万円を目標に積み立てを開始する。新年度予算案に項目として追加する事と決定した。

次回理事会は、総会直後に新年度第一回を開催し、新体制（理事長、会計）を決定する。

新年度第二回理事会は、11月22日（土）表参道にて開催予定。

以上

議事録作成：青野

確認（東日本）：高山

確認（西日本）：花田

